
第１号様式（第５条関係） 

水洗便所改造資金融資あっせん申請書 

（連 帯 保 証 誓 約 書） 

年  月  日 

  会津若松市上下水道事業管理者 

申 請 者 住 所                     

氏 名            印 

（電話    ―       ） 

連 帯 保 証 人 住 所                  

氏 名            印 

（電話    ―       ） 

職業又は勤務先（          ） 

申請者との関係（          ） 

 申請者は、会津若松市水洗便所改造資金融資あっせんに関する規程（以下「融資あっせん規程」とい

います。）第５条の規定により、融資あっせんを受けたいので下記のとおり申請します。 

 連帯保証人は、上記申請者（以下「借主」といいます。）が融資あっせん規程第７条の規定に基づき

融資あっせんの決定を受け、融資機関から水洗便所改造資金を借り受けた場合において、当該融資機関

と会津若松市が締結した水洗便所改造資金融資に関する利子補給及び損失補償契約の規定に基づき当

該融資機関の債権（借主の未償還元本及び未納付遅延利息をいいます。）が、会津若松市に譲渡された

ときは、会津若松市に対して借主の債務を保証し、借主とともに連帯して履行の責に任じます。 

 なお、上下水道事業管理者が融資あっせんの要件に関して必要な調査を行うこと及び福島県警察本部

へ照会することに同意し、調査又は照会の結果、融資あっせんの要件に該当しないとき、又は照会の結

果申請書記載内容に偽りがあるときは、申請の無効処分を受けてもなんら異議のないことを誓います。 

記 

  公共下水道事業   農業集落排水事業   個別生活排水事業 

改 造 場 所  会津若松市 

融資希望額 百 十 万 0 0 0 0 円   

希望融資機関   

申請者は暴力団員で     １ ない     ２ ある     （いずれか丸で囲む。） 

公共下水道又は農業集落排水事業の供用開始から３年を超えた改造工事である場合は、その理由を記入してください。 

 

 

 ※１ 申請者及び連帯保証人の氏名欄は、各自が自署してください。 

 ※２ 申請者は、市税の納税証明書を添付してください。 

 ※３ 連帯保証人は、その押印した印鑑の印鑑証明書を添付してください。 

 ※４ 連帯保証人は、所得・課税証明書、市税の納税証明書、その他管理者が必要とする書類を添付してください。 

 ※５ 暴力団員とは、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第６号に規定す

る暴力団員をいいます。 

  


